
都内における先天性CMV感染症診療体制整備のための調査結果

１ 調査目的

先天性サイトメガロウイルス感染症の検査等に係る都内医療機関の現状を把握するため

※先天性CMV感染症に係る検査及び精査・治療可能な都内医療機関リストを同封し、

自院で検査・精査・治療をできない場合はリストを活用するよう周知

２ 調査対象
産科、産婦人科のいずれかを標榜している病院及び診療所 559施設
⇒回答188施設/回答率33.6％（うち新生児聴覚検査を実施 103施設）

３ 調査時期

令和６年７月から８月まで

４ 調査方法

調査票を郵送し、東京共同電子申請・届出サービス、郵送及びメールのいずれかで回答

５ 調査項目

（１）新生児聴覚検査の実施有無

（２）新生児聴覚スクリーニング検査でリファーが認められた時の精密検査の実施方法

（３）新生児に難聴が認められた時の対応方法

（４）自施設でのサイトメガロウイルス（CMV）尿検査の実施有無

（５）サイトメガロウイルス（CMV）尿検査の提出時期

（６）サイトメガロウイルス（CMV）尿検査で陽性の時の対応方法

（７）新生児に対するサイトメガロウイルス（CMV）の検査の課題
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１ 新生児聴覚検査の方法(n=103) ２ リファーが認められた時の精密検査(n=103)
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自動ABR OAE その他

【補足】
・OAE：補助金を活用し自動ABRを購入予定
・その他：OAEでリファーの際にABRを使用
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自施設で精密検査を実施

精密検査を受ける施設が決まっている

精密検査を受ける施設は決まっていないが、受診を指示

特に決まっていない／経過観察のみ／把握していない

その他
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自施設もしくは他施設の耳鼻科／小児科に紹介

紹介する施設は決まっていないが、耳鼻科受診を指示

紹介する施設は決まっていないが、小児科受診を指示

特に決まっていない／経過観察のみ／把握していない

その他

３ 難聴が認められた時の対応(n=102) ４ 自施設でのCMV尿検査の実施(n=103)
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全新生児に実施している

初回検査でリファー時に実施している

精密検査でリファー時に実施している

実施していない

その他
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【その他の回答】
・尿検査の採取方法が統一されていない
・尿検査を全新生児に行う手間が負担
・尿検査の採取方法がもっと簡単だと、失敗が少ない
・ヒール採血で検査ができるようになると良い

６ CMV尿検査で陽性時の対応(n=73)

７ CMV検査の課題(n=99 複数回答可）

21

20

30

1 1

自施設で治療を行っている

治療施設が決まっている

治療施設は決まっていないが、受診を指示している

特に決まっていない／経過観察のみ／把握していない

その他
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18 公費補助下で全新生児にスクリーニング検査するようになっていない

自施設で尿検体を採取することが難しい

どこに紹介してよいか分からない

尿検査をする施設が遠方である

尿検査をすることの意義が分からない

特になし

その他

５ CMV尿検査の提出時期(n=73)
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出生後7日未満

出生後7日以上14日未満

出生後14日以上21日未満

出生後21日以上

その他
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